
吉井直樹さん
14・15日の三条祭りを無事終えることができまし
た。皆様には大変お世話になり、ありがとうござ
いました。天候に恵まれて、良い祭りになりまし
た。来年は金・土曜の開催です。楽しみにしてく
ださい。
中林順一さん
　バラが咲きました。見に来てください。
斎藤弘文さん
　三条信用金庫本店さんしん会のグルメ旅行、楽し
んできました。近藤団長、柳取会長、白倉様、本当
にお世話になりました。
関川　博さん
　三条祭りのご盛会お祝いします。晴天は吉井祭典
委員長の日頃のおこないですね。薄田様、本日は
卓話楽しみです。
松永一義さん
　三条祭りも晴天で、良いお祭りでした。薄田様の
卓話楽しみです。
嘉瀬一洋さん
　先週は八幡宮の春季例大祭（三条祭り）が晴天の中
で開催されました。吉井祭典委員長はじめ関係者
の皆様お疲れ様でした。
野崎喜一郎さん
　今日、臨時市議会を傍聴してきました。白鳥賢さ
んの仕事ぶりを見て来ました。
渡辺良一さん
この日曜日、中学の同窓会に出席してきました。名
前を見なければ誰が誰だか分かりませんでした。
薄田和輝さん、卓話よろしくお願いいたします。

梨本次郎さん
　本日5/20、会社の第55期の決算です。先日ささや
かながら、社員とその家族にあてた花束を贈らせ
てもらいました。明日からまた頑張ります。本日
は薄田さん卓話楽しみにしています。

落合孝夫さん、 五十嵐晋三さん、 野水靖之さん、
高橋俊樹さん、 飯塚一樹さん、 船越良則さん、
安達俊明さん、 山田富義さん、 歸山　肇さん、
高橋　司さん、 荻根澤隆雄さん、 早川滝徳さん、
外山浩玲さん

薄田和輝様、本日は卓話よろしくお願いいたします。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　   5月20日分　　 ￥  27,000
　　　　　　　   今年度累計　  ￥1,434,000

「卓話」
USUTA 企業・地域
プロモーション事業
「燕三条を世界へ、未来へ」
株式会社ウスタ 代表取締役  

薄田和輝 様

皆さま、本日は貴重なお時間をいただき、誠にあり
がとうございます。USUTAの薄田和輝と申しま
す。
本日は、当社の「企業・地域プロモーション事業」を
中心に、私たちUSUTAがどのような想いで燕三条地
域と関わり、事業を展開しているのかについてお話
しさせていただきます。
　当社は昭和10年、1935年に燕駅前で創業した写真館
です。平成10年、1998年には現在の三条市須頃、燕三
条地場産センターの向かいに移転し、現在に至りま
す。
　創業以来、私たちは地域の皆さまの人生の節目
を、写真という形で残し続けてまいりました。お宮
参りや百日祝い、七五三、入学式、成人式、結婚式。家
族に寄り添う写真館として、地域の皆さまとともに
歩んできました。
　時代の変化とともに、写真館の役割も少しずつ広
がってきました。現在のUSUTAは、主に四つの事業
部で構成されています。家族写真やポートレート撮
影を中心とした「スタジオ事業」、こども園・小学校・
中学校・高校などに関わる「スクール事業」、成人振袖
や婚礼を扱う「成人振袖・ウエディング事業」、そして
本日お話しする「企業・地域プロモーション事業」で
す。
　写真館の仕事は、単に写真を撮ることだけではあ
りません。家族の歴史、企業の歩み、地域の記憶を未
来へ残す仕事であると、私たちは考えています。
　その中でも、近年特に力を入れているのが「企業・
地域プロモーション事業」です。
　この事業では、写真や映像、デザイン、Web、SNS、
そして言葉を活用し、企業や地域の価値を伝える仕
事をしています。企業や大学の広報用撮影、SNSの運
用、ホームページ制作、映像制作など、幅広いプロ
モーションを手がけています。
　この事業を始めた背景には、一つの課題意識があ
りました。燕三条には、世界に誇れる技術や企業、そ
して魅力的な人がたくさんいる。しかし、その魅力
が十分に伝わっていないのではないか。
　この地域には「つくる力」があります。だからこ
そ、これからは「伝える力」を地域全体で育てていく

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
本日の卓話は㈱ウスタ薄田和輝さんです。
どうぞ宜しくお願い致します。
　また東クラブから栗山会長、長谷川幹
事、近藤周年実行委員長3名が御礼においで
頂いております。ご苦労様です。

　さて、今日は30年ほど前に講演会の講師を接待していた時に
聞いた話をしたいと思います。
　その方は「金儲けの神様」と言われました台湾の邱永漢氏で
あります。邱永漢さんは1924年生まれ（台南出生）1980年日本
国籍取得1998年に香港に移住、その後に中国に移り、2012年5月
に都内にて88歳で逝去されました。
　この邱永漢さんは数々の名言を残されていますが、私たちの
目の前で話された言葉が深く心に刻まれましたので、二つご紹
介いたします。
　一つ目は「お金は寂しがり屋なので、あるところにしか集ま
らない」と話され、お金を持つことの必要性と重要性を説かれ
ました。
　二つ目はそれぞれの国や地域の文化の違いはあると前置き
されたうえで、華僑は常に光り輝くところに渡り（生活す

る）、光がなくなると移動する流浪の民と表現され、日
本は先祖を守るため地域が過疎になってもその土地
を離れず生活すると話されました。
　その上で華僑のルーツを教えて頂き、併せて日本人
の国民性の違いと日本文化の良さを説明されまし
た。（華僑とは中国本土以外の国に長期的に居住しつ
つ中国国籍を持っている方の略）
　現在日本では人口減少、少子化による過疎化が問題
になっておりますが、日本の国の良さをあらためて認
識し、地域の文化や伝統を大事にしていきたいと思い
ます。
　以上、挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎三条ローターアクトクラブより
　「5月第二例会のご案内」
　　日　時　5月21日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室①
◎来週 27日（水）は、クラブ休会です。
　お間違えのないようお願いいたします。
◎再来週 6月3日（水）より「クールビズ」を実施いた
します。皆様のご協力をお願いいたします。

　　

ニコニコBOX
三条東RC　栗山正男さん
　当クラブ20周年式典に多くの皆様からご臨席賜
り、ありがとうございました。
三条東RC　長谷川恵慈さん
20周年式典に多くの皆様にご参加いただきありが
とうございました。
三条東RC　近藤健太さん
先日の当クラブの式典に際して、誠にありがとうご
ざいました。本日もよろしくお願いいたします。
柳取崇之 会長
　さんしん本店の旅行に参加してまいりました。
　斎藤さん、白倉さん、近藤さん、大変お世話になり
ました。

必要がある。そう感じたことが、この事業の原点で
す。
　私自身、ニューヨークの大学で写真を学び、卒業後
にマンハッタンで新聞社やテレビ局、雑誌社を廻り
作品を見せた時に痛感したことがあります。ここで
勝負するためには世界に唯一無二のもので勝負する
しかない。それは私が生まれ育った燕三条ではたら
く職人や技術者、燕三条地域こそ世界に唯一無二で
はないかと。
　また、私たちはコロナ禍をきっかけに、「フォトス
タジオウスタ」から「USUTA」へとリブランディング
を行いました。これは単なる名称変更ではありませ
ん。改めて、「私たちは何のために存在するのか」と
いうパーパスを見つめ直し、スローガンやロゴも含
めて、地域や未来に向き合う姿勢を再定義しまし
た。これまでの「写真館」という枠を大切にしながら
も、これからは、企業や地域の魅力、人の想いを伝え
るクリエイターカンパニーとして進んでいく。その
決意を込めたリブランディングでした。
　その象徴的な取り組みの一つが、「燕三条はたらく
人フォトコンテスト」です。このプロジェクトは、燕
三条の地場産業を支えている“人”にスポットを当
て、はたらく姿そのものを地域の誇りとして発信す
る取り組みです。おかげさまで三条市・燕市、多くの
企業・団体から後援をいただき今年で4年目を迎えま
す。職人や技術者の真剣な表情、汗、手仕事の美し
さ。それらは単なる記録写真ではなく、燕三条とい
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う地域が持つ価値そのものだと感じています。ロー
タリアンの皆さまからも当フォトコンテストへのご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　さらに現在は、「燕三条を世界へ、未来へ」をテーマ
に、「つばさん発信室」という取り組みも進めていま
す。地域の企業、人、文化、技術を、写真・映像・SNSな
どを通じて発信し、次世代へつなげていく活動です。
この取り組みは入社３年目の若い社員が担当して撮
影・取材・編集に頑張ってくれています。人口減少や
地域産業の課題がある時代だからこそ、地域の魅力を
言葉とビジュアルで伝えることは、ますます重要にな
ると感じています。
　私たちは90年前に写真館として創業しました。こ
れからも写真館としての原点を大切にしながら、今後
は「伝える力」で地域に貢献する企業として、燕三条
の未来に少しでも力になりたいと考えています。燕
三条には、まだまだ伝えきれていない価値がありま
す。その価値を掘り起こし、光をあて、磨き、発信し
て、未来へつないでいくこと。それが、これからの
USUTAの大切な役割だと考えています。
　本日はご清聴いただき、誠にありがとうございまし
た。
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■本日の出席会員数：56名中30名
■先々週出席率：80.00％

2025～2026年度国際ロータリー会長メッセージ

【ゲスト】
・株式会社ウスタ
　　　　  代表取締役　薄田和輝 様
【ビジター】
・三条東RC 会長　栗山正男さん
　　　　　　　 幹事　長谷川恵慈さん
・創立20周年実行委員長　近藤健太さん
【先週のメークアップ】
［5.14］長岡西RCへ
・田久保良さん
［5.14］三条東RCへ
・渡部　宏さん、　中村和彦さん、
・丸山行彦さん
［5.16］十日町RC創立70周年記念式典へ
・柳取崇之さん、　早川滝徳さん
［5.16］ローターアクト地区協議会（新潟）へ
・梨本次郎さん
［5.19］分水RCへ
・早川滝徳さん
［5.19］三条市共同募金委員会 運営委員会へ
・松永一義さん
［5.19］三条北RCへ
・岩橋美穂さん、　成田秀雄さん、
・渡部　宏さん

「花手水の円舞曲（ワルツ）」
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り、ありがとうございました。
三条東RC　長谷川恵慈さん
20周年式典に多くの皆様にご参加いただきありが
とうございました。
三条東RC　近藤健太さん
先日の当クラブの式典に際して、誠にありがとうご
ざいました。本日もよろしくお願いいたします。
柳取崇之 会長
　さんしん本店の旅行に参加してまいりました。
　斎藤さん、白倉さん、近藤さん、大変お世話になり
ました。

必要がある。そう感じたことが、この事業の原点で
す。
　私自身、ニューヨークの大学で写真を学び、卒業後
にマンハッタンで新聞社やテレビ局、雑誌社を廻り
作品を見せた時に痛感したことがあります。ここで
勝負するためには世界に唯一無二のもので勝負する
しかない。それは私が生まれ育った燕三条ではたら
く職人や技術者、燕三条地域こそ世界に唯一無二で
はないかと。
　また、私たちはコロナ禍をきっかけに、「フォトス
タジオウスタ」から「USUTA」へとリブランディング
を行いました。これは単なる名称変更ではありませ
ん。改めて、「私たちは何のために存在するのか」と
いうパーパスを見つめ直し、スローガンやロゴも含
めて、地域や未来に向き合う姿勢を再定義しまし
た。これまでの「写真館」という枠を大切にしながら
も、これからは、企業や地域の魅力、人の想いを伝え
るクリエイターカンパニーとして進んでいく。その
決意を込めたリブランディングでした。
　その象徴的な取り組みの一つが、「燕三条はたらく
人フォトコンテスト」です。このプロジェクトは、燕
三条の地場産業を支えている“人”にスポットを当
て、はたらく姿そのものを地域の誇りとして発信す
る取り組みです。おかげさまで三条市・燕市、多くの
企業・団体から後援をいただき今年で4年目を迎えま
す。職人や技術者の真剣な表情、汗、手仕事の美し
さ。それらは単なる記録写真ではなく、燕三条とい

う地域が持つ価値そのものだと感じています。ロー
タリアンの皆さまからも当フォトコンテストへのご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　さらに現在は、「燕三条を世界へ、未来へ」をテーマ
に、「つばさん発信室」という取り組みも進めていま
す。地域の企業、人、文化、技術を、写真・映像・SNSな
どを通じて発信し、次世代へつなげていく活動です。
この取り組みは入社３年目の若い社員が担当して撮
影・取材・編集に頑張ってくれています。人口減少や
地域産業の課題がある時代だからこそ、地域の魅力を
言葉とビジュアルで伝えることは、ますます重要にな
ると感じています。
　私たちは90年前に写真館として創業しました。こ
れからも写真館としての原点を大切にしながら、今後
は「伝える力」で地域に貢献する企業として、燕三条
の未来に少しでも力になりたいと考えています。燕
三条には、まだまだ伝えきれていない価値がありま
す。その価値を掘り起こし、光をあて、磨き、発信し
て、未来へつないでいくこと。それが、これからの
USUTAの大切な役割だと考えています。
　本日はご清聴いただき、誠にありがとうございまし
た。
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吉井直樹さん
14・15日の三条祭りを無事終えることができまし
た。皆様には大変お世話になり、ありがとうござ
いました。天候に恵まれて、良い祭りになりまし
た。来年は金・土曜の開催です。楽しみにしてく
ださい。
中林順一さん
　バラが咲きました。見に来てください。
斎藤弘文さん
　三条信用金庫本店さんしん会のグルメ旅行、楽し
んできました。近藤団長、柳取会長、白倉様、本当
にお世話になりました。
関川　博さん
　三条祭りのご盛会お祝いします。晴天は吉井祭典
委員長の日頃のおこないですね。薄田様、本日は
卓話楽しみです。
松永一義さん
　三条祭りも晴天で、良いお祭りでした。薄田様の
卓話楽しみです。
嘉瀬一洋さん
　先週は八幡宮の春季例大祭（三条祭り）が晴天の中
で開催されました。吉井祭典委員長はじめ関係者
の皆様お疲れ様でした。
野崎喜一郎さん
　今日、臨時市議会を傍聴してきました。白鳥賢さ
んの仕事ぶりを見て来ました。
渡辺良一さん
この日曜日、中学の同窓会に出席してきました。名
前を見なければ誰が誰だか分かりませんでした。
薄田和輝さん、卓話よろしくお願いいたします。

梨本次郎さん
　本日5/20、会社の第55期の決算です。先日ささや
かながら、社員とその家族にあてた花束を贈らせ
てもらいました。明日からまた頑張ります。本日
は薄田さん卓話楽しみにしています。

落合孝夫さん、 五十嵐晋三さん、 野水靖之さん、
高橋俊樹さん、 飯塚一樹さん、 船越良則さん、
安達俊明さん、 山田富義さん、 歸山　肇さん、
高橋　司さん、 荻根澤隆雄さん、 早川滝徳さん、
外山浩玲さん

薄田和輝様、本日は卓話よろしくお願いいたします。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　   5月20日分　　 ￥  27,000
　　　　　　　   今年度累計　  ￥1,434,000

「卓話」
USUTA 企業・地域
プロモーション事業
「燕三条を世界へ、未来へ」
株式会社ウスタ 代表取締役  

薄田和輝 様

皆さま、本日は貴重なお時間をいただき、誠にあり
がとうございます。USUTAの薄田和輝と申しま
す。
本日は、当社の「企業・地域プロモーション事業」を
中心に、私たちUSUTAがどのような想いで燕三条地
域と関わり、事業を展開しているのかについてお話
しさせていただきます。
　当社は昭和10年、1935年に燕駅前で創業した写真館
です。平成10年、1998年には現在の三条市須頃、燕三
条地場産センターの向かいに移転し、現在に至りま
す。
　創業以来、私たちは地域の皆さまの人生の節目
を、写真という形で残し続けてまいりました。お宮
参りや百日祝い、七五三、入学式、成人式、結婚式。家
族に寄り添う写真館として、地域の皆さまとともに
歩んできました。
　時代の変化とともに、写真館の役割も少しずつ広
がってきました。現在のUSUTAは、主に四つの事業
部で構成されています。家族写真やポートレート撮
影を中心とした「スタジオ事業」、こども園・小学校・
中学校・高校などに関わる「スクール事業」、成人振袖
や婚礼を扱う「成人振袖・ウエディング事業」、そして
本日お話しする「企業・地域プロモーション事業」で
す。
　写真館の仕事は、単に写真を撮ることだけではあ
りません。家族の歴史、企業の歩み、地域の記憶を未
来へ残す仕事であると、私たちは考えています。
　その中でも、近年特に力を入れているのが「企業・
地域プロモーション事業」です。
　この事業では、写真や映像、デザイン、Web、SNS、
そして言葉を活用し、企業や地域の価値を伝える仕
事をしています。企業や大学の広報用撮影、SNSの運
用、ホームページ制作、映像制作など、幅広いプロ
モーションを手がけています。
　この事業を始めた背景には、一つの課題意識があ
りました。燕三条には、世界に誇れる技術や企業、そ
して魅力的な人がたくさんいる。しかし、その魅力
が十分に伝わっていないのではないか。
　この地域には「つくる力」があります。だからこ
そ、これからは「伝える力」を地域全体で育てていく

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
本日の卓話は㈱ウスタ薄田和輝さんです。
どうぞ宜しくお願い致します。
　また東クラブから栗山会長、長谷川幹
事、近藤周年実行委員長3名が御礼においで
頂いております。ご苦労様です。

　さて、今日は30年ほど前に講演会の講師を接待していた時に
聞いた話をしたいと思います。
　その方は「金儲けの神様」と言われました台湾の邱永漢氏で
あります。邱永漢さんは1924年生まれ（台南出生）1980年日本
国籍取得1998年に香港に移住、その後に中国に移り、2012年5月
に都内にて88歳で逝去されました。
　この邱永漢さんは数々の名言を残されていますが、私たちの
目の前で話された言葉が深く心に刻まれましたので、二つご紹
介いたします。
　一つ目は「お金は寂しがり屋なので、あるところにしか集ま
らない」と話され、お金を持つことの必要性と重要性を説かれ
ました。
　二つ目はそれぞれの国や地域の文化の違いはあると前置き
されたうえで、華僑は常に光り輝くところに渡り（生活す

る）、光がなくなると移動する流浪の民と表現され、日
本は先祖を守るため地域が過疎になってもその土地
を離れず生活すると話されました。
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らない」と話され、お金を持つことの必要性と重要性を説かれ
ました。
　二つ目はそれぞれの国や地域の文化の違いはあると前置き
されたうえで、華僑は常に光り輝くところに渡り（生活す

る）、光がなくなると移動する流浪の民と表現され、日
本は先祖を守るため地域が過疎になってもその土地
を離れず生活すると話されました。
　その上で華僑のルーツを教えて頂き、併せて日本人
の国民性の違いと日本文化の良さを説明されまし
た。（華僑とは中国本土以外の国に長期的に居住しつ
つ中国国籍を持っている方の略）
　現在日本では人口減少、少子化による過疎化が問題
になっておりますが、日本の国の良さをあらためて認
識し、地域の文化や伝統を大事にしていきたいと思い
ます。
　以上、挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎三条ローターアクトクラブより
　「5月第二例会のご案内」
　　日　時　5月21日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室①
◎来週 27日（水）は、クラブ休会です。
　お間違えのないようお願いいたします。
◎再来週 6月3日（水）より「クールビズ」を実施いた
します。皆様のご協力をお願いいたします。

　　

ニコニコBOX
三条東RC　栗山正男さん
　当クラブ20周年式典に多くの皆様からご臨席賜
り、ありがとうございました。
三条東RC　長谷川恵慈さん
20周年式典に多くの皆様にご参加いただきありが
とうございました。
三条東RC　近藤健太さん
先日の当クラブの式典に際して、誠にありがとうご
ざいました。本日もよろしくお願いいたします。
柳取崇之 会長
　さんしん本店の旅行に参加してまいりました。
　斎藤さん、白倉さん、近藤さん、大変お世話になり
ました。

必要がある。そう感じたことが、この事業の原点で
す。
　私自身、ニューヨークの大学で写真を学び、卒業後
にマンハッタンで新聞社やテレビ局、雑誌社を廻り
作品を見せた時に痛感したことがあります。ここで
勝負するためには世界に唯一無二のもので勝負する
しかない。それは私が生まれ育った燕三条ではたら
く職人や技術者、燕三条地域こそ世界に唯一無二で
はないかと。
　また、私たちはコロナ禍をきっかけに、「フォトス
タジオウスタ」から「USUTA」へとリブランディング
を行いました。これは単なる名称変更ではありませ
ん。改めて、「私たちは何のために存在するのか」と
いうパーパスを見つめ直し、スローガンやロゴも含
めて、地域や未来に向き合う姿勢を再定義しまし
た。これまでの「写真館」という枠を大切にしながら
も、これからは、企業や地域の魅力、人の想いを伝え
るクリエイターカンパニーとして進んでいく。その
決意を込めたリブランディングでした。
　その象徴的な取り組みの一つが、「燕三条はたらく
人フォトコンテスト」です。このプロジェクトは、燕
三条の地場産業を支えている“人”にスポットを当
て、はたらく姿そのものを地域の誇りとして発信す
る取り組みです。おかげさまで三条市・燕市、多くの
企業・団体から後援をいただき今年で4年目を迎えま
す。職人や技術者の真剣な表情、汗、手仕事の美し
さ。それらは単なる記録写真ではなく、燕三条とい

う地域が持つ価値そのものだと感じています。ロー
タリアンの皆さまからも当フォトコンテストへのご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　さらに現在は、「燕三条を世界へ、未来へ」をテーマ
に、「つばさん発信室」という取り組みも進めていま
す。地域の企業、人、文化、技術を、写真・映像・SNSな
どを通じて発信し、次世代へつなげていく活動です。
この取り組みは入社３年目の若い社員が担当して撮
影・取材・編集に頑張ってくれています。人口減少や
地域産業の課題がある時代だからこそ、地域の魅力を
言葉とビジュアルで伝えることは、ますます重要にな
ると感じています。
　私たちは90年前に写真館として創業しました。こ
れからも写真館としての原点を大切にしながら、今後
は「伝える力」で地域に貢献する企業として、燕三条
の未来に少しでも力になりたいと考えています。燕
三条には、まだまだ伝えきれていない価値がありま
す。その価値を掘り起こし、光をあて、磨き、発信し
て、未来へつないでいくこと。それが、これからの
USUTAの大切な役割だと考えています。
　本日はご清聴いただき、誠にありがとうございまし
た。
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●「燕三条はたらく人 フォトコンテスト」チラシより



吉井直樹さん
14・15日の三条祭りを無事終えることができまし
た。皆様には大変お世話になり、ありがとうござ
いました。天候に恵まれて、良い祭りになりまし
た。来年は金・土曜の開催です。楽しみにしてく
ださい。
中林順一さん
　バラが咲きました。見に来てください。
斎藤弘文さん
　三条信用金庫本店さんしん会のグルメ旅行、楽し
んできました。近藤団長、柳取会長、白倉様、本当
にお世話になりました。
関川　博さん
　三条祭りのご盛会お祝いします。晴天は吉井祭典
委員長の日頃のおこないですね。薄田様、本日は
卓話楽しみです。
松永一義さん
　三条祭りも晴天で、良いお祭りでした。薄田様の
卓話楽しみです。
嘉瀬一洋さん
　先週は八幡宮の春季例大祭（三条祭り）が晴天の中
で開催されました。吉井祭典委員長はじめ関係者
の皆様お疲れ様でした。
野崎喜一郎さん
　今日、臨時市議会を傍聴してきました。白鳥賢さ
んの仕事ぶりを見て来ました。
渡辺良一さん
この日曜日、中学の同窓会に出席してきました。名
前を見なければ誰が誰だか分かりませんでした。
薄田和輝さん、卓話よろしくお願いいたします。

梨本次郎さん
　本日5/20、会社の第55期の決算です。先日ささや
かながら、社員とその家族にあてた花束を贈らせ
てもらいました。明日からまた頑張ります。本日
は薄田さん卓話楽しみにしています。

落合孝夫さん、 五十嵐晋三さん、 野水靖之さん、
高橋俊樹さん、 飯塚一樹さん、 船越良則さん、
安達俊明さん、 山田富義さん、 歸山　肇さん、
高橋　司さん、 荻根澤隆雄さん、 早川滝徳さん、
外山浩玲さん

薄田和輝様、本日は卓話よろしくお願いいたします。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　   5月20日分　　 ￥  27,000
　　　　　　　   今年度累計　  ￥1,434,000

「卓話」
USUTA 企業・地域
プロモーション事業
「燕三条を世界へ、未来へ」
株式会社ウスタ 代表取締役  

薄田和輝 様
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族に寄り添う写真館として、地域の皆さまとともに
歩んできました。
　時代の変化とともに、写真館の役割も少しずつ広
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つ中国国籍を持っている方の略）
　現在日本では人口減少、少子化による過疎化が問題
になっておりますが、日本の国の良さをあらためて認
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地域産業の課題がある時代だからこそ、地域の魅力を
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三条には、まだまだ伝えきれていない価値がありま
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― 例会の様子 ―
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　18日　渡辺良一 さん
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いました。天候に恵まれて、良い祭りになりまし
た。来年は金・土曜の開催です。楽しみにしてく
ださい。
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　バラが咲きました。見に来てください。
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　三条信用金庫本店さんしん会のグルメ旅行、楽し
んできました。近藤団長、柳取会長、白倉様、本当
にお世話になりました。
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委員長の日頃のおこないですね。薄田様、本日は
卓話楽しみです。
松永一義さん
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この日曜日、中学の同窓会に出席してきました。名
前を見なければ誰が誰だか分かりませんでした。
薄田和輝さん、卓話よろしくお願いいたします。
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かながら、社員とその家族にあてた花束を贈らせ
てもらいました。明日からまた頑張ります。本日
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す。
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参りや百日祝い、七五三、入学式、成人式、結婚式。家
族に寄り添う写真館として、地域の皆さまとともに
歩んできました。
　時代の変化とともに、写真館の役割も少しずつ広
がってきました。現在のUSUTAは、主に四つの事業
部で構成されています。家族写真やポートレート撮
影を中心とした「スタジオ事業」、こども園・小学校・
中学校・高校などに関わる「スクール事業」、成人振袖
や婚礼を扱う「成人振袖・ウエディング事業」、そして
本日お話しする「企業・地域プロモーション事業」で
す。
　写真館の仕事は、単に写真を撮ることだけではあ
りません。家族の歴史、企業の歩み、地域の記憶を未
来へ残す仕事であると、私たちは考えています。
　その中でも、近年特に力を入れているのが「企業・
地域プロモーション事業」です。
　この事業では、写真や映像、デザイン、Web、SNS、
そして言葉を活用し、企業や地域の価値を伝える仕
事をしています。企業や大学の広報用撮影、SNSの運
用、ホームページ制作、映像制作など、幅広いプロ
モーションを手がけています。
　この事業を始めた背景には、一つの課題意識があ
りました。燕三条には、世界に誇れる技術や企業、そ
して魅力的な人がたくさんいる。しかし、その魅力
が十分に伝わっていないのではないか。
　この地域には「つくる力」があります。だからこ
そ、これからは「伝える力」を地域全体で育てていく

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
本日の卓話は㈱ウスタ薄田和輝さんです。
どうぞ宜しくお願い致します。
　また東クラブから栗山会長、長谷川幹
事、近藤周年実行委員長3名が御礼においで
頂いております。ご苦労様です。

　さて、今日は30年ほど前に講演会の講師を接待していた時に
聞いた話をしたいと思います。
　その方は「金儲けの神様」と言われました台湾の邱永漢氏で
あります。邱永漢さんは1924年生まれ（台南出生）1980年日本
国籍取得1998年に香港に移住、その後に中国に移り、2012年5月
に都内にて88歳で逝去されました。
　この邱永漢さんは数々の名言を残されていますが、私たちの
目の前で話された言葉が深く心に刻まれましたので、二つご紹
介いたします。
　一つ目は「お金は寂しがり屋なので、あるところにしか集ま
らない」と話され、お金を持つことの必要性と重要性を説かれ
ました。
　二つ目はそれぞれの国や地域の文化の違いはあると前置き
されたうえで、華僑は常に光り輝くところに渡り（生活す

る）、光がなくなると移動する流浪の民と表現され、日
本は先祖を守るため地域が過疎になってもその土地
を離れず生活すると話されました。
　その上で華僑のルーツを教えて頂き、併せて日本人
の国民性の違いと日本文化の良さを説明されまし
た。（華僑とは中国本土以外の国に長期的に居住しつ
つ中国国籍を持っている方の略）
　現在日本では人口減少、少子化による過疎化が問題
になっておりますが、日本の国の良さをあらためて認
識し、地域の文化や伝統を大事にしていきたいと思い
ます。
　以上、挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎三条ローターアクトクラブより
　「5月第二例会のご案内」
　　日　時　5月21日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室①
◎来週 27日（水）は、クラブ休会です。
　お間違えのないようお願いいたします。
◎再来週 6月3日（水）より「クールビズ」を実施いた
します。皆様のご協力をお願いいたします。

　　

ニコニコBOX
三条東RC　栗山正男さん
　当クラブ20周年式典に多くの皆様からご臨席賜
り、ありがとうございました。
三条東RC　長谷川恵慈さん
20周年式典に多くの皆様にご参加いただきありが
とうございました。
三条東RC　近藤健太さん
先日の当クラブの式典に際して、誠にありがとうご
ざいました。本日もよろしくお願いいたします。
柳取崇之 会長
　さんしん本店の旅行に参加してまいりました。
　斎藤さん、白倉さん、近藤さん、大変お世話になり
ました。

必要がある。そう感じたことが、この事業の原点で
す。
　私自身、ニューヨークの大学で写真を学び、卒業後
にマンハッタンで新聞社やテレビ局、雑誌社を廻り
作品を見せた時に痛感したことがあります。ここで
勝負するためには世界に唯一無二のもので勝負する
しかない。それは私が生まれ育った燕三条ではたら
く職人や技術者、燕三条地域こそ世界に唯一無二で
はないかと。
　また、私たちはコロナ禍をきっかけに、「フォトス
タジオウスタ」から「USUTA」へとリブランディング
を行いました。これは単なる名称変更ではありませ
ん。改めて、「私たちは何のために存在するのか」と
いうパーパスを見つめ直し、スローガンやロゴも含
めて、地域や未来に向き合う姿勢を再定義しまし
た。これまでの「写真館」という枠を大切にしながら
も、これからは、企業や地域の魅力、人の想いを伝え
るクリエイターカンパニーとして進んでいく。その
決意を込めたリブランディングでした。
　その象徴的な取り組みの一つが、「燕三条はたらく
人フォトコンテスト」です。このプロジェクトは、燕
三条の地場産業を支えている“人”にスポットを当
て、はたらく姿そのものを地域の誇りとして発信す
る取り組みです。おかげさまで三条市・燕市、多くの
企業・団体から後援をいただき今年で4年目を迎えま
す。職人や技術者の真剣な表情、汗、手仕事の美し
さ。それらは単なる記録写真ではなく、燕三条とい

う地域が持つ価値そのものだと感じています。ロー
タリアンの皆さまからも当フォトコンテストへのご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　さらに現在は、「燕三条を世界へ、未来へ」をテーマ
に、「つばさん発信室」という取り組みも進めていま
す。地域の企業、人、文化、技術を、写真・映像・SNSな
どを通じて発信し、次世代へつなげていく活動です。
この取り組みは入社３年目の若い社員が担当して撮
影・取材・編集に頑張ってくれています。人口減少や
地域産業の課題がある時代だからこそ、地域の魅力を
言葉とビジュアルで伝えることは、ますます重要にな
ると感じています。
　私たちは90年前に写真館として創業しました。こ
れからも写真館としての原点を大切にしながら、今後
は「伝える力」で地域に貢献する企業として、燕三条
の未来に少しでも力になりたいと考えています。燕
三条には、まだまだ伝えきれていない価値がありま
す。その価値を掘り起こし、光をあて、磨き、発信し
て、未来へつないでいくこと。それが、これからの
USUTAの大切な役割だと考えています。
　本日はご清聴いただき、誠にありがとうございまし
た。
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燕市吉田産業会館 窓口（10～15時）
加茂市産業センター
新潟大栄信用組合本店1F（11～14時）
燕市吉田産業会館 窓口（10～15時）

　● 吉田RC  6月  5日（金）　早朝例会
　● 加茂RC  18日（木）　夜例会
　● 分水RC  23日（火）　夜例会
　● 吉田RC  26日（金）　例会日変更

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　記帳場所

23
日 月 火 水 木 金 土

三条ロータリークラブ例会日

◆三条東RC
休会
　（記帳できます）

6/13（土）
～17（水）
台北
国際大会

◆三条北RC
クラブ休会
　（記帳できます）

◆三条RC
　「一年を振り返って」
　　 柳取崇之 会長
　　 早川滝徳 幹事

◆三条南RC
　「年度計画発表②」
　吉沢栄一
　　　  会長エレクト

◆三条東RC
　「CLLS報告」
　佐藤公信
　　　  会長エレクト

◆三条北RC
　「CLLS報告」
　齋藤孝之輔
　　　  会長エレクト

◆三条RC
　「CLLS報告／
　 クラブフォーラム」
　小林吾郎
　　　  会長エレクト

◆三条南RC
　「年度計画発表①」
　吉沢栄一
　　　  会長エレクト

◆三条東RC
　「一年を振り返って」

◆三条北RC
　「一年を振り返って」

◆三条南RC
台北国際大会のため
休会

　（記帳できます）

◆三条RC
　夜例会
　「会長幹事慰労会」
　18：30～
　於 二洲楼

◆三条北RC
　夜例会
　「会長幹事慰労会」
（記帳できます）

◆三条南RC
　夜例会
　「会長幹事慰労会」
（記帳できます）

◆三条RC
クラブ休会

◆三条東RC
　夜例会
　「会長幹事慰労会」
（記帳できます）

◆三条北RC
クラブ休会
　（記帳できます）

◆三条南RC
クラブ休会
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　　次々週例会 6月17日 夜例会「会長幹事慰労会」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  18：30～　於 二洲楼

　　次 週 例 会 6月10日 「一年を振り返って」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 会長、早川滝徳 幹事

皆様の写真で
本週報の表紙を
飾って
みませんか？

今期の三条ロータリークラブ週報では、皆様より表紙の写真を募集いたします。
日常の風景から旅先のスナップ・渾身のワンカットなど、会員様の素敵な写真をご提供ください。
画像タイトル（キャプション）を入れてメールでお送りください。
宛先は渋谷会員宛「m-shibuya@san-in.biz」までお願いいたします。
※投稿者名を非掲載希望の方は、メール送信時にその旨ご記載ください。
※応募者多数の場合は掲載されない場合もございます。ご容赦願います。


